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1. はじめに 

マイクロブログや口コミサイト等の消費者生成メディ

ア（Consumer Generated Media, CGM）で出現する多

様な表現のテキストを正規化することが、日本語の統

計機械翻訳処理に有効か検討した結果を報告する。 

投稿者の日記やつぶやき、新商品やサービスに関

する口コミ情報等のCGMコンテンツに含まれるテキスト

（以下、「CGM テキスト」と呼ぶ）には、新聞等マスメディ

アからは発信されない、消費者の生の声や地元情報が

含まれ、商品購入時の参考情報となっている。多くは

投稿者の母国語で記述されているため、外国の観光

や製品に興味あるが母国語が異なる消費者には利用

障壁が高い。テキスト規模が膨大なために、予め CGM

事業者が翻訳して提供することも容易ではないため、

機械翻訳の応用効果が高い分野と期待される。 

CGM テキストは、新聞記事や特許文等の機械翻訳

研究で主として扱われているテキストと較べて文表現の

多様性が高い。新聞記事では不特定多数の読者が想

定されるので、訓練を受けた記者が一般常識的な語彙

や表記、語用で記事執筆・構成する。一方 CGM では、

少数の身内や、読者すら前提としない投稿も多い。そ

のため、国語辞典に記載がない多様な単語表記や、

身内にのみ通じる言い回しや語の省略等含まれる。ま

た、twitter 等のコミュニケーションツールでは、顔文字

のような、文字を使ったノンバーバルな表現がテキスト

中で頻出する。 

CGM テキストを統計機械翻訳処理する場合には、こ

のような表現を含む対訳コーパスが必要となる。twitter

等のマイクロブログから対訳データを自動構築する方

法[1-2]やクラウドソーシングで収集する方法[3]等提案

されているが、日本語については、頑強な形態素解析

器検討のためのアノテーション方法の検討段階[4]であ

り、日本語のＣＧＭテキスト翻訳は容易には行えない。

そこで、既存の対訳データを活用し、入力の CGM テキ

ストの言語表現を揃える“正規化”を行い、翻訳処理す

る方法を検討する。翻訳結果が変化しないように正規

化できるならば、多様な表現に起因するデータ・スパー

スネスの問題が軽減される。さらに、統計機械翻訳での

モデル学習やデコード処理前の解析誤りも減少し、訳

文の品質向上も期待される。CGM テキストの正規化と

しては、様々な処理段階があり、それに対する種々の

方式が提案されている。例えば、単語表記の正規化で

は、崩れた日本語テキストの形態素解析、表記正規化

手法が提案されている（例えば、[5-7]）。また、述語を

構成する単語列を正規化して簡易な表現に変換する

方法[8]や、それを形態素解析辞書に登録して翻訳を

行う方法[9]が提案されている。これ以外にも、CGM テ

キストで散見される、語の省略や顔文字等について対

訳コーパスでの文表現に近づくように変換する必要が

考えられるが、これらの“正規化”処理の何れを統計機

械翻処理とどのように結合させると有効であるかは明ら

かではない。 

そこで本稿では、統計機械翻訳を行う際の CGM テ

キストの特徴を整理する。これらを手動で正規化した場

合の翻訳精度の向上の度合いを確認し、自動化した

時の有効性について述べる。 

2. CGM テキストの正規化 

本章では、CGM テキストにおける多様な表現の特徴

及び、これを正規化することの有効性を説明する。 

2.1. 単語の表現 

意味を同じくし音が同一、あるいは類似した形態素

について様々な表記が用いられる。以下、日本語

twitter における例を挙げて説明する。 

（日本語 tweet 例１） 

  
 

同一の終助詞「な」について、類似した音の表記揺

れとして出現している例である。同一の音でも平仮名

／片仮名／漢字の使われ方が一定でない場合もある

（例：「ヤバ/イ」、「ヤバ/い」、「やば/い」）。さらには、あ

て字や誤字も大きな意味での形態素の表現の多様性

と捉えられる。 

形態素解析処理で「なー」が形態素「な」と「ー」に分

割されたり、隣接する形態素と一体になってしまうと、統

計機械翻訳処理で適切な統計情報を正しく参照でき

なくなり、翻訳品質が低下する。また、「なー」と正しく分

かち書きされても新聞記事のような一般常識的なコー

パスでは出現頻度が低いと思われ、データ・スパース

ネスが解消できないので期待する翻訳結果が得られな

い。そのため、崩れた形態素表記を正しく分かち書き

すると共に表記を正書化（上例では「なあ」→「な」）でき

る形態素解析処理（例えば文献、[5-7]）を用いる必要

半分の量でいいなぁ。／それだけ旨いってことな

んだろうな。／こりゃまた綺麗なゴールだなあ。セ

ンタリングもいいなー 
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がある。一方、正書表記に変換する際に、音が同じ、あ

るいは類似した異義語に誤変換（例えば、助詞「なあ」

を人名「菜愛」に変換）されると、翻訳精度が低下する

恐れがある。 

2.2. 顔文字の表現 

CGM テキストでは、投稿者や読者の感情を表現す

るために、表情を文字列で表現する顔文字が多用され

る。                         （日本語 tweet 例 2） 

 
 

上記の「ヽ(o`Д´o)ノ」等が顔文字である。「（笑）」は

人の表情を合していないが、文中の他の語と統語的な

結びつきは無いために本稿では同列と扱う。顔文字は、

通常の形態素と同種の文字列が用いられるので、形態

素解析処理で複数の形態素として出力されてしまうと、

続く係り受け処理や翻訳処理の精度低下に結びつく。

そのため、顔文字が辞書に登録されている形態素解析

器の利用や顔文字の抽出を行うことが必要となる。 

2.3. 述部の表現 

CGM テキストは口語的表現が多く、述部を複数の動

詞、助動詞、助詞で表現する事例が散見される。 

（日本語 tweet 例 3） 

 
 

新聞記事等では文は簡潔に記述されるので、対訳

コーパスで上記のような単語 n-gram の出現頻度が低く、

そのまま翻訳処理を行っても、期待する訳文が得られ

ない恐れがある。 

これに対して、文献[8]のような述部の単語列を意味

分類した辞書を用いて、簡潔な述部に変換（例えば、 

「思うんだけど」を「思う」に変換）する技術を用いれ

ば、対訳コーパス中の述部と一致する可能性が高まる。

一方、述部の正規化では、「けど」のような訳文に影響

がある（例えば、’but’が訳文に加わる）形態素も省か

れる恐れがある。 

2.4. 文の表現 

CGM テキストでは、新聞と異なり各投稿者の心情を

制限しないため、文末で体言止めや「…」が用いられる。

また、会話文に近い表現も多いので、主語や助詞の省

略も見かけられる。 

（日本語 tweet 例 4、括弧内は補完結果） 

 
 

これら形態素の省略を補完しないで処理すると、係

り受け解析誤りが発生する。統計機械翻訳で統語解析

が用いられる場合は、翻訳誤りに繋がる場合がある。

省略補完処理を行うことにより上記問題の解消が期待

される。一方、補完誤りは解析誤りにつながるため、翻

訳精度が低下する恐れがある。 

2.5. 統計機械翻訳のための正規化処理 

上記で述べたことを整理した正規化処理方法を表１

に挙げる。それぞれが翻訳処理での解析誤りの低減に

効果があると思われる。また、顔文字以外の正規化で

は、学習データのデータ・スパースネスの問題が軽減さ

れると期待される。 

各正規化は、個別に行うことが可能であるが、ボトム

アップ的に続けて行う（例えば、（顔文字、単語、述部、

文）ことが効果的と推測される。 

 

表１ CGM テキスト翻訳のための正規化処理 

正規化 頻度 解析 副作用 

単語
対訳データに出現

する表記に統一 
○ ○ 

同音異義

語 

顔文

字 
文から除去 － ○ － 

述部 簡潔に表現 ○ ○ 
述部意味

変化 

文 
省略された語を補

完 
○ ○ 

補完 

誤り 

 

3. 実験 

日本語の CGM テキストの入力文に対し、前章で述

べた正規化の何れが有効であるか実験的に調べた。

まず、人手でいくつかの正規化処理を行った場合の翻

訳処理での適用性について予備実験で調べた。次に

いくつかの自動正規化手法を適用して評価し、その効

果を確認した。 

3.1. 人手での正規化 

日本語 tweet 465 文と英語の対訳文を用いて予備実

験を行った。まず、各日本語文について、人手で下記

の正規化処理行った（表２）。 

 

 

 

観客席（は）ガラガラ（だ）…／気分（が）悪い

ね！ヽ(`Д´)ﾉ／（私は）さっきみたいなクロス（が）

好き／午前はベビーの耳鼻科（だ）。 

タイトスカートと合わせるとちょうどよくなるよう

な･･･／最初に返すって言葉を言ったわりにいざ

となったら逃げるわけだから。／5 人のデビュー

からの成長記録からテストが出ればいいのにね。

／彼氏がいるからこの部活入る、ってふざけてん

の？って思うんだけど。 

ルールが守れないなら帰れよ!!ヽ(o`Д´o)ノ 

でも、当たったら何かご馳走して～(笑) 

イライラしてたらケーキ買ってきてくれた*･゜ﾟ･

*:.｡..｡.:*･'(*ﾟ▽ﾟ*)'･*:.｡..｡.:*･゜ﾟ･* 
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表２ 人手正規化処理手順 

 
 

それぞれの正規化は、前の正規化結果の文に対して

行った。②の述部正規化手法としては、「反発をくらう」

ような名詞、助詞、動詞で表現される構文のパタンを分

類し同一の意味である簡潔な表現（例えば「反発され

る」）に変換する方式[1]を用い、その出力結果を作業

者が訂正することで行った。また、①から③までは１名

の作業者で行い、③の最後に別の作業者が不足/不

適切な処理を修正した。 

CGM テキストに対して順に正規化を行った例を表３

に示す。例１では顔文字は含まれていないが、それ以

外の正規化が各々行われている。例２では、主語の補

完及び文末の顔文字が削除されている。 

 

表３ 日本語 tweet 文の人手正規化例 

例 操作 操作結果 

１ 

（原文） つくえほしいねえ 

①表記正規 机欲しいね 

②述部正規 机欲しい 

③省略 私は、机が欲しい 

２ 

原文 ステーキ丼とかずいぶん豪華

な物を久しぶりに食べた_(_^_)_ 

③省略 私は、ステーキ丼とかずいぶん

豪華な物を久しぶりに食べた

_(_^_)_ 

④顔文字 私は、ステーキ丼とかずいぶん

豪華な物を久しぶりに食べた 

 

得られた各段階の正規化テキストについて、統計翻

訳で対訳文を生成した。対訳モデル、言語モデル作成

に用いた対訳データは、新聞記事、辞書の用例等で

構成される 100 万の対訳文対である。統計機械翻訳プ

ログラムは、英中韓から日本語への翻訳システム[10]を

ベースに 事前並べ替えに基づく日英翻訳方式[11]を

行 え る よ う 改 造 し た も の を 用 い 、 チ ュ ー ニ ン グ は

MERT[12]で行った。翻訳結果の評価は、日本語 tweet

原文に対して予め作成しておいた英語対訳文と比較し、

BLEU-4[13]、RIBES[14]のスコアを算出した。 

実験結果を表４に示す。処理ステップ毎にはスコア

の向上が見られ、ここに取り上げられた手続が機械翻

訳の事前処理として有効であることが示唆される。述部

正規化処理ではスコアが低下している。文献[8]の正規

化は、日本語での情報抽出を志向して最適化されて

おり、機械翻訳での使用について最適化されていない

ため、翻訳で有効な述部の分類を調整するなどの検討

が今後の課題である。 

また、評価値全体が新聞記事や特許文等の統計機

械翻訳と較べて BLEU スコアで１桁程度小さくなってお

り、その原因の解析も課題である。 

 

表４ 人手正規化の効果 

正規化処理 BLEU RIBES 

（Tweet 原文） 4.81 0.491 

① 単語 5.25 0.499 

② 述部 4.56 0.485 

③ 文 5.55 0.549 

④ 顔文字 5.85 0.550 

 

3.2. 自動正規化 

予備実験で明らかとなった翻訳への適用に評価が

あった正規化処理の内で、自動化した場合にも翻訳精

度向上するか、実装可能であった単語表記正規化と

顔文字処理について検証した。 

○ 単語正規化 

単語表記の正規化処理として、文献[7]の表記正規

化と形態素解析を同時に行う方式を用いた。日本語

twitter での崩れ表記に対する正規表記のペアデータ

を学習データとして文字列の正規化パタンを獲得して

形態素解析ラティスを拡張する点が特徴である。実験

では JTAG[15]辞書の標準表記を使用した。 

適用において、テストデータ、対訳データ共に正規

化することで同一の語を同じ表記に対応づけることが

できる。実験では、テストデータのみ正規化する簡易な

方法として、対訳データの日本語文中で頻出する形態

素の表記を正書表記として変換した。 

○ 顔文字処理 

顔文字記号は、文中の統語解析の対象とならないと

考え、日本語文中から見出された顔文字については、

一旦除外して翻訳処理を行った後に、訳文に追加する

ことを行った。日本語形態素解析システム JTAG では、

顔文字として品詞付けすることが可能である。顔文字

の対訳辞書を構築して変換することが好ましいが、パタ

ンとしての顔文字は固有の言語を超えて理解可能な場

合が多いと考え、本稿では、日本語文で現れる顔文字

を訳文にそのまま配置することとした。 

3.3. 実験結果 

学習モデル構築に用いる対訳データ及び翻訳方式

は、正規化の人手評価と同一のものを用いた。テスト文

① 単語音が同一/類似し意味が同じ単語表記

の内で、常識的に用いられると考えられる表

記に変換（方言を含む） 

② 述部 述語と関わる単語列について、同一の

意味を表す簡潔な表現に変換 

③ 文 主語や助詞等が省略されていると推測

出来る場合は、文のみの情報から省略され

た形態素を補完 

④ 顔文字 文中に出現する顔文字を構成する

文字列を除去 
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としては、日本語 twitter 文(N=2,000)に加え、レストラン

口コミサイトの文(N=1,000)から対訳文を作成して用い

た。 

 適応検討の第一歩として、表記正規化、顔文字除去

を個別、組合せて行った結果を表 4 に示す。単語表記

の正規化では口コミ文のテストデータでは BLEU スコア

が向上している一方、それ以外では、スコアが低下して

いる。テスト文の分かち書きは正しいが、選択された表

記が対訳データで出現する単語表記と一致しない場

合がある等の理由と推測される。顔文字については、

tweet 文で顕著にスコア向上している。不特定多数を

対象として投稿された口コミ文と比べて少数の知り合い

を意識して投稿される tweet 文では、顔文字の出現頻

度が多いためと推測される。２つの正規化を組み合わ

せた結果については、各々のスコアを上回っていない

ため、効果的に組み合わせる方法の検討も課題である。

また、評価値全体は、人手評価の時と同様に低い。 

 

表 4 正規化処理の適用結果 

正規化処理 
Tweet (N=2,000) 口コミ(N=1000) 

BLEU RIBES BLEU RIBES

（原文） 4.24 0.438 5.49 0.547 

①単語表記 3.74 0.416 5.59 0.539 

②顔文字 9.48 0.487 5.50 0.547 

①＋② 9.08 0.468 5.57 0.539 

 

4. おわりに 

本稿では、日本語CGMに含まれるテキストを統計機

械翻訳処理する際に、単語表記や文表現を正規化す

ることが有効であるかについて検討を行った。日本語

tweet 文に対して単語、述部、文、顔文字の正規化を

段階的に人手で行った結果、翻訳精度の向上につな

がることを確認した。そして、単語表記正規化及び顔文

字除去の自動処理を適用した結果、翻訳精度の一部

向上が見られることを確認した。それぞれの正規化を

統計機械翻訳に適用するための調整は課題である。

述部正規化及び文正規化の有効性については、今回

検証できなかったので、これについても検証し、他の正

規化方法と組合せて最適な CGM テキストの翻訳方法

を見出す検討を行う予定である。 

また、原文及び正規化したテスト文の翻訳結果のス

コアが、研究が進んでいる新聞記事・特許翻訳と較べ

て相当低くなっている。今回はテスト文それぞれに対し

て１つの対訳文を作成して検討したが、CGM テキスト

ではゼロ代名詞等の形態素の省略が多いため、意味

が異なるが適切な複数の訳文が考えられる場合も多い

ためと推測される。翻訳文の人手評価なども加え、正

規化の効果を総合的に評価加える事も課題である。 
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